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今後の展開

テーマ「ともに究め、明日の社会を拓く」との関連

脳活動からの深層知覚再構成
～主観的経験の外在化～

N7

われわれは、ヒトの脳と深層ニューラルネットワークの階層的情報表現の間の相同性を発見しました。この相同性により、
脳活動から深層ニューラルネットワーク信号へのデコーディングが可能になります。この研究では、脳から変換した信号か
ら画像・音声を生成することで、ヒトの主観的経験を可視化・可聴化しました。

本研究の一部は、日本医療研究開発機構(AMED) 15jm0310012h0002、総務省SCOPE、日産科学振興財団、内閣府革新的研究開発プログラム(ImPACT)、
文部科学省、科学技術振興機構CREST JPMJCR18A5、JPMJCR22P3 、 JSPS KAKENHI 20H05705、 20H05954 、国立研究開発法人新エネルギー・産業

技術総合開発機構(NEDO)JPNP20006、Honda Research Institute Japan、株式会社本田技術研究所の支援により実施したものです。
株式会社ATR-Promotions脳活動イメージングセンタ (BAIC) と京都大学人と社会の未来研究院のもとfMRI実験を行っています。

連絡先：脳情報研究所 担当 神谷之康 E-Mail:dni-info@atr.jp

◼ 脳から深層ニューラルネットワークへの信号変換技術を利用して、特徴量予測
モデルや深層ニューラルネットワークの学習時に用いていない、人工的な図形
や文字なども含めた任意の画像を再構成することに成功しました。

◼ 見ている画像だけでなく、想像している画像、刺激そのものとは異なる見えを
引き起こす錯視画像についても、脳活動から知覚体験を画像化することに成
功しました。

◼ 同様のアプローチにより、知覚している音声の可聴化にも成功しました。

◼ 脳内で思い浮かべるだけで言葉にできない情景を可視化したり、その情景を
再現したバーチャル空間を構築するなど、さまざまな技術革新を目指します。

◼ 視覚・聴覚に加え、感情や言語を含めることで、われわれの主観的経験をより包
括的に脳活動から再構成することにも取り組んでいきます。

◼ 将来、脳を介したより広帯域の情報通信が可能になるかもしれません。
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